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戦
国
時
代
、
天
下
統
一
を
目
指
し
た
織
田
信
長
・

豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
。
天
下
人
と
も
称
さ
れ

る
彼
ら
の
影
響
力
は
、
実
は
枚
方
の
発
展
に
も
大
き
く

関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
伏
見
タ
カ
シ
市
長
が
文
化
財
課

職
員
を
案
内
人
に
市
内
の
文
化
財
を
巡
り
な
が
ら
、
某

テ
レ
ビ
番
組
風
に
ぶ
ら
歩
く
「
ブ
ラ
タ
カ
シ
」
第
３
弾
。

戦
国
時
代
の
軍
事
戦
略
的
な
拠
点
か
ら
、
近
世
都
市
・

枚
方
宿
へ
。
現
在
の
枚
方
市
駅
周
辺
の
発
展
に
つ
な
が

る
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
！

　
問
文
化
財
課
☎
８
４
１
・
１
４
１
１
、
〃

８
４
１
・

１
２
７
８

動画は市公式YouTubeからご覧
ください！第１弾（古代都市編）、
第２弾（寺内町編）もこちらから

文化財課  井
い ど

戸 竜
りょうた

太

平成28年入職。「近世の歴史の中でも、枚方がいかに重要な場所とし
て名だたる人物に注目されていたかをぜひ知ってほしい」と熱く語る。

枚
方
市
長

枚
方
市
長

伏伏
見見  

タ
カ
シ

タ
カ
シ

宿場町・枚方宿場町・枚方はは

地下に眠る?!地下に眠る?!
枚方宿発展の礎、その知られざる歴史をひもとく枚方宿発展の礎、その知られざる歴史をひもとく

街を見る
目が変わり
ますね～！

宿場町編、
念願だったん
です

今回は
枚方宿に関わる
痕跡を案内
します！

今回のぶら歩きルート

案
内
人

3　広報ひらかた令和7年7月号



文
化
財
を
市
長
が
巡
る

次は徳川の
時代の痕跡を探し
に、三矢公園に
行きましょう！

200年以上
前の絵なのに、
道の形が今と
似ているね！

?

織田信長も枚方の
価値を見抜いていた
　枚方の地理的条件が、政治・軍
事・経済政策に価値があると信長も
目を付けていました。大坂の石山本
願寺を総攻めした信長の軍団は、
高槻方面から枚方へ淀川を渡り、そ
こから東高野街道を南下して天王寺
などに陣を構え、石山包囲網を作り
ました（左図緑線参考）。信長の権
力や体制を継承した秀吉
は、こうした信長の考え
を参考にしていたと思わ
れます。

織田信長

秀
吉
は
枚
方
で
休
ん
で
い
た
?!

　
枚
方
宿
が
で
き
る
前
の
戦
国
時
代
、
現

在
の
三
矢
町
周
辺
の
丘
の
上
に
は
、
御お
ち
ゃ茶

屋や
ご
て
ん

御
殿
と
い
う
立
派
な
休
憩
所
が
あ
り
ま

し
た（
左
絵
図
）。
江
戸
時
代
の
記
録
か

ら
、
御
殿
は
豊
臣
秀
吉
が
建
て
た
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、
秀
吉
自
身
も
利
用
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
な
ぜ
秀
吉
は
、

御
殿
を
枚
方
に
建
て
た
の
で

し
ょ
う
か
。

伏
見
城
と
大
坂
城

２
つ
の
本
拠
地
間
の
拠
点

　
天
下
統
一
を
果
た
し
た
秀
吉
は
、
大
坂

城
を
本
拠
地
と
し
ま
す
。
そ
の
後
京
都
に

伏
見
城
を
建
て
、
大
坂
～
伏
見
間
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す

（
下
図
黄
線
参
考
）。
枚
方
か
ら
大
坂
に
か

け
て
は
、
堤
防
と
街
道
を
兼
ね
た
文ぶ
ん
ろ
く
つ
つ
み

禄
堤

を
造
り
、
淀
川
の
水
運
と
共
に
陸
路
も
整

備
し
ま
し
た
。
御
茶
屋
御
殿
は
そ
れ
ら
の

道
中
の
拠
点
を
つ
く
る
目
的
で
建
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
坂
と
京
都

の
中
間
に
位
置
し
、
高
い
丘
陵
地
形
が
あ

る
枚
方
は
、
大
坂
を
守
る
に
も
攻
め
る
に

も
重
要
な
土
地
だ
と
、
天
下
人
は
見
抜
い

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

緑：信長が石山本願寺を攻めた際
の推定ルート

黄：秀吉が整備した文禄堤を含む
街道

赤：家康が大坂の陣で大坂城を攻
めた際の推定ルート

引用 ： 笠谷和比古『関ヶ原合戦と大坂の陣』（吉川
弘文館、2007 年）を参考に作成

引用：三田章編『上方藝文叢刊
３ 河内鑑名所記』（上方藝文叢
刊刊行会、1980 年）

「東海道分間延絵図13巻之内13 本紙3・4」道中奉行所（編）、東京国立  博物館、Image:TNM Image Archivesを接合・加筆・調整

戦国時代、戦国時代、豊臣秀吉豊臣秀吉が目を付けた枚方が目を付けた枚方痕 跡 1

天下人と枚方の関わり

御
茶
屋
御
殿
跡
展
望
広
場

安居川

東海道東海道

豊臣秀吉豊臣秀吉

河内鑑名所記（1679年）

御
茶
屋
御
殿

枚
方

高
槻

石山
本願寺

京
都

家康
ルート

信長
ルート

街道

広場からは
大阪や京都を
一望できます
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京阪
本線
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意賀美神社

三矢公園

幼児療育園
跡地

淀川河川公園
枚方地区

徳川徳川の時代に枚方が果たした役割の時代に枚方が果たした役割

そうなんです！
実は、すぐ近くに
ヒントがあるんで

すよ！

たくさんの
武士が来ていた
のなら、本陣は
三矢公園より
広かったのかな？

現在の御茶屋御殿跡
展望広場付近

家
康
の
構
想
で

置
か
れ
た
「
枚
方
宿
」

　

天
下
人
の
先
輩
で

あ
る
信
長
・
秀
吉
と

同
じ
視
点
か
ら
、
徳

川
家
康
も
大
坂
の
陣

の
際
に
枚
方
の
地
を
戦

略
拠
点
と
し
て
十
分

に
活
用
し
ま
す
（
4
ペ

ー
ジ
図
赤
線
参
考
）。
大
坂
の
陣
に
勝
利

し
天
下
を
平
定
し
た
徳
川
幕
府
は
、
江
戸

を
中
心
と
し
た
交
通
体
系
の
最
重
要
路
線

と
し
て
大
坂
ま
で
の
東
海
道
を
整
備
し
ま

す
。
秀
吉
が
整
備
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

東
海
道
の
延
長
部
に
組
み
込
み
、
江
戸
の

品
川
か
ら
数
え
て
56
番
目
の
宿
場
町
と
し

て
「
枚
方
宿
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

参
勤
交
代
で
進
ん
だ
都
市
化

　
東
海
道
の
57
宿
が
整
備
さ
れ
た
寛
永
年

間
（
１
６
２
４
年
～
１
６
４
４
年
）
頃
に

は
、
大
名
家
の
参
勤
交
代
が
制
度
化
さ
れ

ま
す
。
枚
方
宿
に
は
大
名
の
宿
所
と
し
て

本
陣
が
置
か
れ
（
右
絵
図
参
照
）、
そ
の

付
近
に
枚
方
浜
と
い
う
川
港
も
整
備
さ

れ
、
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
を
迎
え
ま
し

た
。
西
国
大
名
の
多
く
は
枚
方
宿
で
泊
ま

り
、
そ
こ
か
ら
東
海
道
を
上
り
江
戸
を
目

指
し
ま
す
。
枚
方
宿
は
、
西
国
大
名
に
と

っ
て
江
戸
へ
の
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
訪
れ
た
武
士
な

ど
の
数
は
、
毛
利
家
で
は
数
百
人
、
紀
州

徳
川
家
で
は
宿
場
町
の
人
口
を
上
回
る
１

５
０
０
人
以
上
に
も
及
ぶ
規
模
で
し
た
。

参
勤
交
代
な
ど
を
機
に
、
枚
方
宿
は
地
域

社
会
を
貨
幣
経
済
へ
巻
き
込
ん
で
い
き
、

枚
方
の
都
市
的
発
展
が
始
ま
り
ま
す
。

「東海道分間延絵図13巻之内13 本紙3・4」道中奉行所（編）、東京国立  博物館、Image:TNM Image Archivesを接合・加筆・調整

東
海
道
枚
方
宿
本
陣
跡

東
海
道
枚
方
宿
本
陣
跡

痕 跡 2

徳川家康

三矢公園

枚方宿本陣
（現在の三矢公園）

浄念寺

淀川淀川

御
茶
屋
御
殿
跡
展
望
広
場
か
ら

三
矢
公
園
へ

本陣跡を目指し
東海道を歩く
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文
化
財
を
市
長
が
巡
る

?

明治時代の石垣

安居川
ポンプ場

東海道現代の地表

文禄堤
（戦国時代）

改修とともに拡張
（江戸～明治時代）

町家

安居川 江戸時代の
淀川

府道13号
（現代）

御茶屋御殿跡
展望広場

市役所本館
（当時）

枚方市駅

市役所別館
（当時）

幼児療育園跡地

安居川ポンプ場

三矢公園

市役所の間を
川が流れている？
　現在の安居川は、
枚方市役所の方か
らポンプ場の地下
まで続いています。
市役所別館の増築
工事中の写真（左・
昭和49年撮影）で
は、本館と別館の
間に流れる安居川
を確認できます。

枚方宿の本陣はどこに？枚方宿の本陣はどこに？ 現
代
に
残
る
本
陣
の
痕
跡

手
が
か
り
は
石
垣

　
幼
児
療
育
園
跡
地
と
、
三
矢
公
園
裏
手

に
あ
る
安
居
川
（
あ
ん
ご
が
わ
）
ポ
ン
プ

場
で
は
、
護
岸
の
た
め
に
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
石
垣
を
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の

石
垣
は
積
み
方
な
ど
か
ら
明
治
時
代
に
造

ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
整

備
さ
れ
た
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
江
戸
時

代
、
本
陣
の
敷
地
の
端
が
石
垣
の
辺
り
だ

っ
た
こ
と
の
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

堤
防
の
拡
大
と
と
も
に

地
下
に
埋
も
れ
た
町

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、

枚
方
宿
は
水
害
の
際
に
堤
防
を
積
み
上
げ

て
改
修
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
町
家
が
建
つ
部
分
も
広
く
な

り
発
展
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
過
程
で

江
戸
時
代
の
枚
方
宿
の
痕
跡
は
、
地
下
に

埋
も
れ
た
文
化
財
（
遺
跡
）
と
な
っ
て
い

っ
た
の
で
す
（
下
図
）。

▲三矢公園横、幼児療育園跡地の敷
地沿いで確認できる石垣

江戸時代の枚方宿は江戸時代の枚方宿は地下地下に眠っている？！に眠っている？！痕 跡 3

堤防と町家の変遷概念図（三矢村本陣付近）

安居川ポンプ場

いつも
通っている道の
下に川が流れて
いるとは、
驚きです！

ここの地下
にも安居川が
流れていて、

この石垣は川がそば
にあったことを
示しています！

淀川があったことで
人と物が集まった
　宿場町が淀川に面していたことは、
水運による物流が盛んに行われる利
点もありました。江戸時代、安居川
と淀川の合流地点は枚方浜と呼ばれ
る船着き場で、船を検査する船番所、
本陣、宿場町間の輸送業務を行う問
屋も設けられ、水陸両方の交通の要
衝として大きくにぎわいました。枚
方宿の当時の様子は、鍵屋資料館で
みることができます。
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枚方宿に残る江戸時代の宿・枚方宿に残る江戸時代の宿・鍵屋鍵屋

江戸時代は
鍵屋のすぐ
そばを淀川が
流れていたん
ですね！

　当時の淀川は、鍵屋資料館のすぐそばまで来て
おり、人や荷物を運ぶ大型船・三十石船が停泊し
ていたといわれています。鍵屋資料館は、そんな枚
方宿の歴史を紹介する唯一の資料館です。館内で
は当時を再現したジオラマや、くらわんか舟の模
型、「くらわんか」の名前の由来となった三十石船
の乗客に飲食物を売りつける際の様子を再現した
映像などを見ることができますよ。

川
底
の
陶
磁
器
が
示
す

旅
人
の
往
来

　
鍵
屋
は
、
今
は
江
戸
時
代
の
史
料
を
展

示
す
る
資
料
館
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
江

戸
時
代
は
街
道
や
船
で
淀
川
を
行
き
交
う

旅
人
の
宿
屋
で
し
た
。
街
道
に
面
し
て
店

を
開
い
て
お
り
、
裏
側
の
石
階
段
の
下
は

淀
川
の
船
着
き
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た

（
下
絵
図
）。
江
戸
時
代
も
中
期
か
ら
後
期

頃
に
は
、
京
都
や
大
坂
、
あ
る
い
は
寺
社

詣
の
観
光
が
大
き
く
発
展
し
ま
す
。
資
料

館
に
は
、
鍵
屋
の
ほ
か
、
枚
方
宿
で
の
発

掘
調
査
で
出
土
し
た
九
州
の
有
田
焼
や
京

焼
な
ど
の
陶
磁
器
、
淀
川
の
川
底
か
ら
も

た
く
さ
ん
出
土
す
る「
く
ら
わ
ん
か
茶
碗
」

と
呼
ば
れ
る
波
佐
見
（
今
の
長
崎
県
波
佐

見
町
）
産
の
染
付
碗
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
質
や
量
の
豊
か
さ
は
、
枚

方
宿
が
大
き
く
発
展
し
、
多
く
の
旅
人
な

ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。

枚方宿鍵屋資料館（堤町 10-27）
☎・〃 843・5128
開館時間：午前９時 30 分～午後５時
休館日：毎週火曜ほか
　　　  （祝日は開館・翌平日休館）
入館料：一般 200 円ほか

◀淀川側からみた鍵屋資料館。１階部分の石
垣は、川の擁壁の役割として整備され、江
戸時代にはもっと下の方まであったと推測さ
れています

▼淀川からみた江戸時代の枚方
宿の様子。建物裏の石階段を下
った先が船着き場であることが
描かれています
引用：『澱川両岸一覧』（枚方市
所蔵 1861 年）

痕 跡 4

市立枚方宿鍵屋資料館

現在の三矢町周辺

淀川河川公園
枚方地区

市立枚方宿
鍵屋資料館

江戸時代の淀川位置
（推定）

市立枚方宿鍵屋資料館市立枚方宿鍵屋資料館
学芸員 学芸員 片片山 正彦さん山 正彦さん

井
戸
：
今
回
は
戦
国
時
代

か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
、
枚
方
が

発
展
し
て
き
た
痕

跡
を
見
て
き
ま
し

た
。

市
長
：
石
垣
が
と
て
も
気

に
な
る
ね
！
個
人

的
に
ま
た
見
て
回

ろ
う
か
な
。

井
戸
：
明
治
時
代
以
降
は
、
商
店
な
ど
が
多
か
っ
た
東

側
へ
町
の
中
心
が
移
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
拡
大

し
た
の
が
、
現
在
の
枚
方
市
駅
周
辺
の
発
展
の

礎
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
井
：
市
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
は
歴
史
的
な
成
り
立
ち

が
あ
る
ん
で
す
ね
。

市
長
：
歴
史
を
学
ぶ
と
、
気
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
街

へ
の
興
味
が
湧
い
て
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
機
に
枚
方
の
こ
と
を
調
べ
て

市
の
魅
力
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
た

ち
は
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
の
情

報
を
も
っ
と
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

井
戸
・
大
井
：
は
い
！

宿
場
町
の
に
ぎ
わ
い
が

現
在
の
枚
方
市
へ

← ← ←

　枚方宿など市の魅力
を体感できるツアーが
完成！詳細は下記コード
参照または市観光案内
所 Syuku56( ☎ 896・
7555) へお問い合わせ
を。

7　広報ひらかた令和7年7月号


